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Q1	 なぜ赤ちゃんに
	 ハチミツを与えてはいけないの？
　ハチミツの中にはボツリヌス菌の芽

が ほ う

胞が入って
いる場合があるからです。
　芽胞とは、細菌にとって過酷な条件（高温、乾
燥等）でも、休眠状態で生き延びることができる
細菌の形です。
　赤ちゃんがハチミツに含まれたボツリヌス菌の
芽胞を食べると、芽胞が腸管内で低酸素状態に
置かれます。 ボツリヌス菌は低酸素状態を好む
ので、腸管内で増殖を始め、毒素を産生します。
この毒素によって、赤ちゃんが乳児ボツリヌス症
を発症するのです。
　1987年に船橋市内の病院が、日本で初めてハチ
ミツによる乳児ボツリヌス症を報告し、当時の厚生
省が通達を出して以来、日本でも乳児にハチミツ
を与えてはいけないと言われるようになりました。

Q2	 ハチミツは何歳くらいまで
	 与えてはいけないの？
　乳児ボツリヌス症の多くは6か月
以下の赤ちゃんに発症し、1歳を過
ぎると安全です。1歳になるまで
はハチミツを与えてはいけません。

Q3	 加熱しても与えてはいけない？
	 焼き菓子や飲み物などの
	 加工食品は？
　ボツリヌス菌芽胞は熱に強く、菌種によっては
100度で10分加熱しても殺菌できません。 その

ため、加熱してあったとしても、ハチミツ入りの
焼き菓子やカステラ、飲み物は赤ちゃんに与えて
はいけません。

Q4	 誤って口にした場合は
	 どうしたらよいの？
　乳児ボツリヌス症の症状に注意して観察してく
ださい。
　ハチミツやハチミツ入りの食べ物を食べて、便
秘や、表情が乏しい、ミルクを飲む力が弱い、手
足の動きが少ない、力が弱い等の症状が見られ
た場合は、速やかに小児科を受診してください。
　その他にも気になる症状があれば、小児科に
相談しましょう。
　ボツリヌス菌の芽胞が混入したハチミツを摂取
して、３日から30日経過してから発症することが
多いです。
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